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■栄村消防団ポンプ操法大会ほか
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　６月９日㈰に栄小学校グラウンドにて運動会
が開催されました。
　児童、ＰＴＡ、先生の皆さんが額に汗して、
綱引きや大玉転がし、リレーなど白熱した闘い
でした。
　結果は、赤組20点、白組20点で引き分けとな
りました。

～栄小学校運動会～
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栄
村
消
防
団

　
ポ
ン
プ
操
法
大
会

 
第
一
分
団
が
優
勝

「
人
権
の
花
」
運
動

「
信
州
ロ
ー
ド
観
察
隊
員
」

の
募
集
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
栄
小
学
校
で
人
権
の
花
運

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
飯
山
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
が
、
み
ん
な
で
花
を
育

て
る
こ
と
を
通
じ
て
協
力
・
感
謝
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
6
月
11
日
に
3
年
生
の
児
童
が
、
人

権
擁
護
委
員
か
ら
花
の
苗
を
受
け
取

り
、プ
ラ
ン
タ
ー
へ
移
植
を
し
ま
し
た
。

　
7
月
末
に
は
き
れ
い
な
花
が
咲
く
の

で
ご
覧
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
人

権
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
6
月
23
日

㈰
に
さ
か
え

倶
楽
部
ス
キ

ー
場
に
お
い

て
令
和
元
年

度
栄
村
消

防
団
ポ
ン
プ

操
法
大
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　
村
内
3
分
団
か
ら
各
１
チ
ー
ム
が
出

場
し
操
法
技
術
を
競
い
ま
し
た
。
各
チ

ー
ム
と
も
渾
身
の
操
法
を
披
露
す
る
な

か
、
動
作
の
正
確
性
が
特
に
優
れ
た
第

一
分
団
水
内
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。
大

会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

□
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技

　
優
　
勝
　
　
第
一
分
団

　
準
優
勝
　
　
第
三
分
団

　
第
３
位
　
　
第
二
分
団

　
長
野
県
で
は
、
県
内
の
国
道
や
県
道

の
道
路
情
報
や
維
持
管
理
に
関
す
る
要

望
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
「
信
州

ロ
ー
ド
観
察
隊
員
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
国
道
や
県
道
を
日
常
的
に
利
用
し

て
い
る
皆
様
か
ら
道
路
情
報
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
快
適

な
利
用
環
境
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間

　
令
和
元
年
6
月
14
日
㈮
〜
令
和
元
年

7
月
12
日
㈮
ま
で

◇
募
集
対
象
　

　
国
道
・
県
道
を
利
用
す
る
機
会
の
多

い
方

◇
募
集
人
員
　
制
限
な
し

◇
任

　
　期

　
令
和
元
年
8
月
1
日
〜
令
和
6
年
7

月
31
日
（
5
年
間
）

◇
応
募
先

　
北
信
建
設
事
務
所
飯
山
事
務
所

　
維
持
管
理
課

　
☎
0
2
6
9
―

6
2
―

4
1
1
1

※
活
動
は
無
報
酬
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

で
お
願
い
し
ま
す
。

 期間  令和元年7月22日㈪～7月31日㈬

【運動の基本】　地域の交通状況に応じた交通事故防止の取組み
【運動の重点】　①生活道路の安全確保と
　　　　　　　　歩行者保護の徹底
　　　　　　　②高齢者の交通事故防止

夏の交通安全やまびこ運動が実施されます

③飲酒運転の根絶
④自転車の安全利用の推進

夏の交通安全やまびこ運動が実施されます

　スローガン　　思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔（長野県交通安全スローガン）

指揮者：髙橋健太
１番員：上倉大輔
２番員：島田　洋
３番員：齋藤　匠
補　欠：滝澤一史

優勝した
第一分団の
メンバー
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

 

夏
が
来
た
!!

栄
村
金
婚
式
・
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

A
C
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
か
ら

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
バ
ナ
ー
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
栄
村
の
夏
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
苗
場
山
　
栄
村

1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
を
8
月
4

日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
沿
道
や

家
の
前
か
ら
参
加
選
手
へ
の
温
か
い
応

援
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
走
行
ル
ー

ト
・
選
手
通
過

予
想
時
間
は
7

月
下
旬
頃
に
各

戸
へ
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
日
時
：
令
和
元
年
8
月
4
日
㈰

・
1
0
0
キ
ロ
コ
ー
ス
選
手
　
ス
キ
ー

場
7
時
ス
タ
ー
ト

・
50
キ
ロ
コ
ー
ス
選
手
　
小
赤
沢
10
時

ス
タ
ー
ト
、
切
明
10
時
30
分
ス
タ
ー

ト
・
40
キ
ロ
コ
ー
ス
選
手
　
ス
キ
ー
場
8

時
30
分
ス
タ
ー
ト

【
問
合
せ
先
】

　
栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会 

　
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
3
3
3

　
毎
週
月
曜
休
館 

（
祝
日
の
場
合
翌

　
火
曜
）

　
6
月
6
日
、
役
場
か
た
く
り
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
昭
和
44
年
中
に
ご
結
婚
さ

れ
た
8
組
の
ご
夫
妻
を
対
象
に
金
婚
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
4
組
の
ご
夫
婦
が
ご
出
席
さ

れ
、
森
川
村
長
か
ら
金
婚
者
へ
の
式
辞

及
び
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
金
婚
者
を

代
表
し
て
島
田
正
雄
様
か
ら
謝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　
金
婚
式
の
後
、
栄
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
斎
藤

松
太
郎
会
長
か
ら
、「
会
員
が
減
少
傾

向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
活
動
の
場
、
活

躍
の
場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
会

員
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
表
彰
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
森
の

桑
原
ミ
サ
コ
様
、
同
じ
く
森
の
小
林
昇

子
様
が
功
労
者
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
終
了
後
は
、

北
信
保
育
園
の
年
長
園
児
12
名
に
歌
と

踊
り
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
元
気
を

分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｃ
長

野
パ
ル
セ

イ
ロ
は
、

地
域
を
ス

ポ
ー
ツ
で

盛
り
上
げ

よ
う
と
活

動
を
し
て

い
ま
す
。

　
6
月
7

日
、
A
C

長
野
パ
ル

セ
イ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
と
ラ
イ
オ
ー
か
ら

森
川
村
長
に
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ

ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
掲
載
さ
れ
た
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
バ
ナ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
バ
ナ
ー
は
、
役
場
の

玄
関
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
来

庁
の
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
7
月
〜
8
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
（
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
試
合
）

の
招
待
券
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
観

戦
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教
育
委
員
会
事

務
局
（
8
7
―

3
1
1
8
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

の
皆
様
は
次
の
方
々
で
す
。

　（
順
不
同
）

　
青
倉
　
島
田
正
雄
・
ト
シ
エ 

ご
夫
妻

　
青
倉
　
髙
橋
正
好
・
あ
き
子 

ご
夫
妻

　
泉
平
　
武
田
充
俊
・
文
子
　 

ご
夫
妻

　
泉
平
　
南
雲
安
弘
・
雅
子
　 

ご
夫
妻

　
月
岡
　
関
谷
泰
正
・
安
子
　 

ご
夫
妻

　
切
欠
　
斎
藤
文
雄
・
好
子
　 

ご
夫
妻

　
長
瀬
　
斎
藤
　
進
・
富
貴
子 

ご
夫
妻

　
和
山
　
山
田
重
彦
・
英
子
　 

ご
夫
妻
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
講
座

上
半
期
分
（
県
庁
会
場
）

の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

役
場
敷
地
内
で
の

 

喫
煙
に
つ
い
て

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
、１
等・前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
！

㈱
モ
キ
製
作
所
か
ら

防
災
用
薪
ス
ト
ー
ブ
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

警
察
官
の
募
集

自
衛
官
募
集
相
談
員

に
廣
瀬
繁
氏
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た

　
長
野
県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち

上
げ
て
社
会
貢
献
活
動
を
し
た
い
方
を

対
象
に
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日

　
6
月
13
日
㈭
、
7
月
11
日
㈭
、
8
月

8
日
㈭
、
9
月
12
日
㈭

◇
時

　
　間

　
13
時
か
ら
15
時
40
分

◇
会

　
　場

　
北
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
談
話
室

　（
県
長
野
保
健
所
1
階
）

◇
申
込
方
法

　
各
開
催
日
前
週
の
金
曜
日
17
時
ま
で

に
申
込
書
記
載
の
う
え
、
県
民
協
働

課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
長
野
県
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　
長
野
県
県
民
文
化
部
　
県
民
協
働
課

　
☎
0
2
6
―

2
3
5
―

7
1
8
9

　「
受
動
喫
煙
対
策
」
を
強
化
す
る
改

正
健
康
増
進
法
が
制
定
さ
れ
、
令
和
元

年
7
月
1
日
か
ら
一
部
施
行
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
行
政
機
関
の
敷
地

内
は
原
則
禁
煙
と
な
り
、
栄
村
役
場
も

適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
法
で
は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
措
置
を
講
じ
れ
ば
、
屋
外
に
喫
煙

所
を
設
け
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、

こ
の
場
所
以
外
で
は
全
面
禁
煙
と
な

り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、役
場
敷
地
内
（
庁
舎
、

駐
車
場
等
）
で
の
喫
煙
は
「
喫
煙
所
」

（
役
場
地
階
玄
関
を
出
て
左
手
奥
）
で

の
み
可
能
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば

総
務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
警
察
官
（
B
）】

（
2
0
2
0
年
4
月
採
用
）

◇
受
験
資
格

　
1
9
8
4
年
4
月
2
日
か
ら

　
2
0
0
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

◇
受
付
期
間

　
7
月
8
日
㈪
〜
8
月
9
日
㈮

◇
第
1
次
試
験
日

　
6
月
23
日
㈰

◇
採
用
予
定

　
原
則
と
し
て
2
0
2
0
年
4
月
1
日

　
平
成
31
年
4

月
1
日
付
で
、

自
衛
官
募
集
相

談
員
に
廣
瀬
繁

氏
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平

成
31
年
度
か
ら

2
か
年
で
す
。

◇
販
売
期
間

　令
和
元
年
7
月
2
日
㈫

　
か
ら
8
月
2
日
㈮
ま
で

◇
抽
選
日
　
令
和
元
年
8
月
14
日
㈬

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
各
都
道

府
県
の
販
売
実
績
な
ど
に
応
じ
て
配
分

さ
れ
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

〜
宝
く
じ
は
長
野
県
内
の
宝
く
じ

　
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
〜

　
6
月
25
日
㈫
に
、

千
曲
市
の
㈱
モ
キ

製
作
所
か
ら
村
に

防
災
用
薪
ス
ト
ー

ブ
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
防
災
用
薪
ス
ト
ー
ブ
は
、

持
ち
運
び
が
し
や
す
い
キ
ャ
ス
タ
ー
付

き
で
、暖
房
機
能
だ
け
で
な
く
、付
属
の

窯
な
ど
を
使
用
し
て
炊
飯
や
焼
き
芋
な

ど
の
調
理
も
で
き
ま
す
。
災
害
発
生
時

は
も
ち
ろ
ん
、
村
が
行
う
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

喫煙所

9
月
22
日
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あなたは家族の扶養になれませんか？

　国保は、一般的に自営業や退職者など職場の健康保険に加入していない人、または収入などの
条件により健康保険加入者の扶養になれない人が加入するものです。
　下枠内に該当する人は、職場の健康保険に加入している家族の扶養になれる場合がありますの
で、勤務先の保険担当者に相談してみてください。

①健康保険加入者の配偶者及び３親等以内の親族
②年収が、60歳未満なら130万円未満、60歳以上なら180万円未満であるとき

▼
村
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　村
税
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

教
育
や
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

▼
滞
納
す
る
と
？

　納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
方
に
は
督
促
状
を
発

送
し
ま
す
。
そ
の
後
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
電
話

に
よ
る
呼
び
か
け
や
催
告
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

▼
滞
納
処
分

　督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
し
た
後
も
未
納
が
続
く

方
に
は
、
強
制
的
に
滞
納
し
て
い
る
税
を
徴
収
す
る

「
滞
納
処
分
」
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
滞
納
処

分
は
、
債
券
（
預
貯
金
・
給
与
・
生
命
保
険
な
ど
）

の
ほ
か
不
動
産
や
動
産
（
自
動
車
な
ど
）
の
財
産
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
相
談
は
お
早
目
に
！

　や
む
を
得
な
い
事
情
で
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

い
場
合
は
、
お
早
目
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　村
税
を
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
村
税

滞
納
の
解
消
と
防
止
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

国民健康保険税の納税通知書（本算定分）を7月中旬に送付します
　今年度の保険税は、税率・税額は前年度と同じですが、下記のとおり課税限度額が引き上げられ、低
所得世帯への軽減は拡充されます。

※介護納付金分は、40歳～64歳の被保険者のいる世帯に対して課税します。 ※国保加入者には、旧国保被保険者（後期高齢者医療制度に
　移行する前に国民健康保険に加入されていた方）も含まれます。

１．課税限度額が引き上げられます ２．低所得世帯への軽減が拡大されます。
　医療給付費分の課税限度額が58万円から61万円へ変更
となります。

　均等割・平等割は世帯の所得などに応じて軽減されま
す（申請不要）。
　５割軽減と２割軽減の対象となる所得基準が引き上げ
られ、軽減対象の世帯が広がります。課税区分

税率・税額

医　　療
給付費分

後期高齢者
支 援 金 分

介　　護
納付金分

①所得割 5.9％ 2.8％ 1.7％

②資産割 41.3％ 19.3％ 10.3％

③均等割
　（１人当たり） 12,270円 5,430円 5,080円

④平等割
　（１世帯当たり） 15,040円 6,660円 4,060円

課税限度額 610,000円 190,000円 160,000円

軽減
割合

軽減判定所得
（世帯主および国保加入者の総所得金額等
の合計が下記の金額以下になる世帯）

７割 330,000円以下

５割 330,000円　　　　↓前年度は27.5万円
+（国保加入者の数× 280,000円）以下

２割 330,000円　　　　↓前年度は50万円
＋（国保加入者の数× 510,000円）以下

　
村
税
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
に
す
る
と
指
定
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
付
さ
れ
る
た

め
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
・
便
利
で
す
。

詳
し
く
は
　
総
務
課
・
税
務
係
へ

（
☎
0
2
6
9
―

8
7
―

3
1
1
1
）
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令
和
元
年
度

 
工
事
等
契
約
状
況

◇
工
事
名

　令
和
元
年
度

　社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
（
道
路
）
事
業

　

村
道
箕
作
泉
平
線
改
良
（
2
）

工
事

◆
箇
所
名
　
栄
村
大
字
堺
　
泉
平

◆
内

　容
　
村
木
〜
泉
平
集
落
間
の
道

路
改
良
工
事
で
す
。
昨
年
の
工
区
か

ら
続
き
を
行
い
ま
す
。

◆
工

　期
　
令
和
元
年
6
月
議
会
議
決

日
か
ら
令
和
元
年
12
月
20
日
ま
で

◆
契
約
額
　
5
2
，5
8
0
，0
0
0
円

◆
契
約
先
　
株
式
会
社
廣
瀬
建
設

　
代
表
取
締
役
　
廣
瀬
　
政
之

◇
業
務
名

　平
成
31
年
度

　百
合
居
配
水
池

防
食
防
水
修
繕
工
事

　実
施
設

計
及
び
現
場
監
理

◆
箇
所
名
　
栄
村
大
字
堺
　
月
岡

◆
内

　容
　
百
合
居
配
水
池
の
水
槽
の

防
食
防
水
塗
装
の
修
繕
工
事
に
お
け

る
設
計
及
び
現
場
管
理
業
務

◆
工

　期
　
平
成
31
年
4
月
16
日
か
ら

令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で

◆
契
約
額
　
4
8
6
，0
0
0
円

◆
契
約
先
　
株
式
会
社
昭
和
設
計
事
務

所
　
代
表
取
締
役
　
吉
原
　
功

◇
業
務
名

　令
和
元
年
度

　栄
村
民
間
賃
貸

住
宅
建
築
水
道
管
布
施
替
え
工

事
設
計
監
理
業
務

◆
箇
所
名
　
栄
村
大
字
北
信
　
横
倉

◆
内

　容
　
横
倉
に
建
築
予
定
の
民
間

住
宅
に
伴
う
水
道
管
布
施
替
え
工
事

の
設
計
及
び
現
場
管
理
業
務

◆
工

　期
　
令
和
元
年
6
月
10
日
か
ら

令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で

◆
契
約
額
　
8
3
1
，6
0
0
円

◆
契
約
先
　
株
式
会
社
昭
和
設
計
事
務

所
　
代
表
取
締
役
　
吉
原
　
功

◇
工
事
名

　令
和
元
年
度

　曝
気
撹
拌
装
置

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
修
繕
工
事

◆
箇
所
名
　
栄
村
大
字
北
信
　
黒
石

◆
内

　容
　
農
業
集
落
排
水
施
設
内
の

撹
拌
装
置
の
分
解
清
掃
点
検
で
す
。

◆
工

　期
　
令
和
元
年
6
月
10
日
か
ら

令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で

◆
契
約
額
　
1
，2
8
3
，0
4
0
円

◆
契
約
先
　
有
限
会
社
環
境
さ
か
え
　

代
表
取
締
役
　
関
澤
　
昭
一
郎

◇
工
事
名

　令
和
元
年
度

　百
合
居
配
水
池

防
食
防
水
修
繕
工
事

◆
箇
所
名
　
下
水
内
郡
栄
村
大
字
堺
　

月
岡

◆
内

　容
　
百
合
居
配
水
池
の
水
槽
の

防
食
防
水
の
修
繕
工
事
で
す
。

◆
工

　期
　
令
和
元
年
6
月
21
日
か
ら

令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で

◆
契
約
額
　
4
，6
4
4
，0
0
0
円

◆
契
約
先
　
株
式
会
社
サ
ン
　
タ
キ
ザ

ワ◇
工
事
名

　令
和
元
年
度

　浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業

　合
併
浄
化
槽

設
置
工
事
（
そ
の
1
）

◆
箇
所
名
　
下
水
内
郡
栄
村
　
字
小
赤

沢
◆
内

　容
　
合
併
浄
化
槽
の
新
設
・
入

替
工
事
で
す
。

◆
工

　期
　
令
和
元
年
6
月
20
日
か
ら

令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で

◆
契
約
額
　
3
，3
2
6
，4
0
0
円

◆
契
約
先
　
有
限
会
社
　
環
境
さ
か
え

◇
工
事
名

　令
和
元
年
度

　村
単

　農
道
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
事
業

　白
鳥

中
谷
地
線
工
事

◆
箇
所
名
　
下
水
内
郡
栄
村
大
字
豊
栄

白
鳥

◆
内

　容
　
白
鳥
中
谷
地
線
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
工
事
で
す
。

◆
工

　期
　
令
和
元
年
6
月
20
日
か
ら

令
和
元
年
9
月
30
日
ま
で

◆
契
約
額
　
2
，9
1
6
，0
0
0
円

◆
契
約
先
　
北
信
舗
道
株
式
会
社
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◇概　要　　
　未来に目を向けた看護師養成課程
◇資　格　　
　高卒（見込含む）21歳の者
◇受　付　　
　 9月 5日～ 9月30日
◇試験日　　
　 1次：10月19日
　 2次：11月30日、12月 1 日のいずれか

指定された日

《問い合わせ》
自衛隊長野地方協力本部　長野地域事務所
☎026-235-6026

◇試験日
推　　薦
　 9月28日、 9月29日
総合選抜
　 1次： 9月28日
　 2次：11月 2 日、11月 3 日
一　　般
　 1次：11月 9 日、11月10日
　 2次：12月10日から14日までの間の指定された日

◇概　要
　国を思い将来を見つめる自衛隊のリーダーを
　目指す
◇資　格
　高卒（見込含む）21歳未満の者
◇受　付
　推　　薦　 9月 5日～ 9月 9日
　総合選抜　 9月 5日～ 9月 9日
　一　　般　 9月 5日～ 9月30日

　開催期間　　令和元年 9月20日㈮～22日㈰
　会　　場　　飯山市公民館（飯山市大字飯山1436番地1）
　出品資格　　長野県内在住の60歳以上のアマチュア
　部　　門　　日本画、洋画、彫刻、手工芸、書、写真
　申込締切　　令和元年 8月23日㈮
　申込方法　　長野県高齢者作品展出品票にて申込み下さい。

　出品票の請求・問合せ先　　　
　栄村役場民生課健康支援係
　（TEL0269‒87‒3301）
　公益財団法人長野県長寿社会開発センター
　（TEL026‒226‒3741）

　開催期日　　令和元年10月26日㈯
　会　　場　　長野運動公園総合運動場
　　　　　（長野市吉田5-1-19）
　　　　　犀川第 2運動場マレットゴルフ場
　　　　　（長野市青木島町乙954番地の2）
　参加資格　　長野県在住の60歳以上の方
　参 加 費　　 1 人500円
　競技種目　　ダンススポーツ、グラウンドゴルフ、

ゲートボール、ソフトテニス、ソフトバ
レーボール、ペタンク、ウォークラリー、
弓道、テニス、マレットゴルフ

　参加申込　　参加申込書にて申込み
　申込期限　　令和元年 8月23日㈮
　そ の 他　　各競技において参加定員があります。
　　　　　※詳しい要項は問合せ先までお願いします。
　問合せ先　　栄村役場民生課健康支援係
　　　　　（TEL0269-87-3301）
　　　　　公益財団法人長野県長寿社会開発センター
　　　　　（TEL026-226-3741）

◇概　要　　
　総合臨床医として国際的に活躍できる自衛隊医官を目指す
◇資　格　　
　高卒（見込含む）21歳未満の者
◇受　付　　
　 9月 5日～ 9月30日
◇試験日　　
　 1次：10月26日、10月27日
　 2次：12月11日から13日までの間の指定された日

防衛医科大学校看護学科学生

防衛大学校学生

2019信州ねんりんピック長野県高齢者作品展作品募集

2019信州ねんりんピック　スポーツ交流大会　参加者募集

防衛医科大学校医学科学生

自衛隊からの募集のお知らせ
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よ りだ健保

熱中症予防に心がけましょう
　７月に入り、栄村も暑さの増してくる季節となりました。日本では昨年の６月から９月にかけて
およそ９万人あまりの人が熱中症により救急搬送されています。家の中でも、熱中症になる危険性
はあります。

①こまめな水分補給
　・いつでも、のどの渇きを感じない内からこまめに水分・
　　塩分、経口補水液（水に食塩、ブドウ糖等の入ったもの）
　　などを補給しましょう。

②暑さを避ける
　・暑い日（天気の良い日）の日中の外出はできるだけ控えま
　　しょう。
　・室内では扇風機やエアコン、室外では帽子や日傘などを
　　積極的に活用しましょう。
　・毎日の天気・気温・室温などを確認しましょう。

体調の変化に気を付け、熱中症を予防し暑い時期を乗り切りましょう。

ご住所 お　名　前

神奈川県 匿 名

＊ ＊ ＊ 関 口 廣 美 様

神奈川県 渡 邊 美 佐 子 様

ご住所 お　名　前

東 京 都
東京土建一般労働組合
足立支部皿沼分会11群　様

※一般寄付金のみ団体名と寄附者の希望に応じて、氏名・ご住所を公表させて頂いております。

令和元年度　ご寄附いただきました方をご紹介いたします
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.1

　

こ
ん
に
ち
は
！

　

４
月
か
ら
西
部
地
区
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
、
佐
藤

慎
平
で
す
。
私
は
秋
山
の
担
当
で
は
な

い
で
す
が
、
今
回
か
ら
定
期
的
に
協
力

隊
通
信
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

　

さ
て
、
つ
い
こ
の
間
Ｇ
Ｗ
が
終
わ
っ

た
と
思
っ
た
ら
猛
暑
日
が
続
い
た
り

と
、
ど
ん
ど
ん
夏
に
近
づ
い
て
き
て
い

る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

５
・
６
月
は
主
に
米
作
り
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
す
じ
播
き
に
始
ま
り
、
普

請
、
田
起
こ
し
、
代
か
き
、
田
植
え
な

ど
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
の

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
驚
い
た
の
は
、
す
じ
播

き
と
普
請
で
は
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
人

が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
今
ま
で
に
盛
岡
、
仙
台
、
さ
い

た
ま
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
近
隣
の
住
民
で
集
ま
り
何

か
を
す
る
と
い
う
行
事
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
都
会
で
は
体

験
で
き
な
い
栄
村
の
営
み
は
、
私
に
と

っ
て
と
て
も
新
鮮
で
、
学
び
が
非
常
に

多
い
で
す
。

　

ま
た
、
田
起
こ
し
の
際
に
は
ト
ラ
ク

タ
ー
を
、
田
植
え
の
際
に
は
田
植
え
機

を
運
転
し
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
は
、
農
家
さ
ん
の
下
で

携
わ
り
ま
し
た
が
、
機
械
は
ほ
と
ん
ど

使
わ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
念
願
の
運
転
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
つ
の
田
ん
ぼ
を
機
械
で

仕
上
げ
る
の
に
か
な
り
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
四
隅
に
し
っ

か
り
と
機
械
を
合
わ
せ
る
た
め
の
幅
寄

せ
に
手
こ
ず
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
に
つ
れ
て
草
と

の
格
闘
の
日
々
が
待
っ
て
い
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
体
調
に
気
を
付
け
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

㊿

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

毎
年
、５
月
、６
月
は
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係

の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

　

５
月
25
日
～
27
日
に
は
千
葉
県
や
東
京

都
で
、
地
球
惑
星
科
学
（
地
形
・
地
質
や

気
象
、宇
宙
等
を
調
べ
る
学
問
）
の
大
会
、

『
地
球
惑
星
科
学
連
合
大
会
』
や
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
の
運
営
会
議
、
総
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
運
営
会
議
で
は
日
本
の
ジ
オ
パ

ー
ク
全
体
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
企
業

と
の
提
携
や
、今
年
度
の
全
国
大
会
の
予
定

（
今
年
は
大
分
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。）
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
た
り
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

認
定
へ
の
推
薦
や
国
内
新
認
定
の
地
域
に

よ
る
発
表
の
審
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
惑
星
科
学
連
合
大
会
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
発
表
で
は
、
各
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
や
、
最
近
話
題
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
に
各
地
の

ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
が
よ
く
出
て
く
る
の
で

す
が
、
そ
の
際
の
悩
み
や
楽
し
み
を
共
有

す
る
発
表
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
が
様
々

出
て
き
ま
す
。
地
球
惑
星
大
会
は
参
加
に

お
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
運
営
会
議
は
無

料
な
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
一
度
見
て

み
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
話

が
聞
け
る
の
で
視
野
が
広
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
６
月
７
日
に
は
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
活
動
計
画
な
ど
の
内
容
で
、今
年
、

栄
村
側
で
は
看
板
の
設
置
や
、
天
池
付
近

に
展
望
台
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
再
認
定
後
の
１
年
目
、
ま
だ
ま

だ
、
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。�

（
文
責　

越
智
）

地球惑星科学連合大会の様子苗場山麓ジオパーク総会

新

佐
藤
隊
員
活
動
通
信



（10）広 報 さ か え令和元年７月１日

❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

栄
村
の
横
倉
遺
跡
は
全
国
的
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
43
点

の
石
槍
が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ

の
特
徴
的
な
形
態
か
ら
横
倉
型
尖
頭
器

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
32
年
に
発

掘
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
い
年
月
を
経
て

当
時
の
調
査
場
所
も
不
明
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
３
日
か
ら
推
定
さ
れ
た
場
所
を

発
掘
調
査
し
、
62
年
前
の
調
査
箇
所
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、石
槍
な
ど
の
石
器
も
発
見
さ
れ
、

遺
跡
は
広
範
囲
に
及
ぶ
可
能
性
も
出
て

き
ま
し
た
。
約
１
万
５
千
年
前
の
旧
石

器
時
代
末
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
に
か

け
て
の
遺
跡
で
、
全
国
的
に
も
ま
す
ま

す
そ
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

　

村
史
の
口
絵
等
を
飾
る
写
真
の
撮
影

は
業
者
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
委
託
先
は
木
島
平
村
の
山
﨑
フ
ォ

ト
ス
で
、そ
の
対
象
は
自
然
や
文
化
財
、

景
観
な
ど
19
被
写
体
で
す
。

　

昨
年
ビ
ー
ナ
ジ
の
会
に
村
内
の
ホ
タ

ル
出
現
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
ピ
ー
ク
は
６
月
末
か
ら
７
月
の
初

め
で
、
野
田
沢
で
は
多
い
と
き
に
は

１
０
０
匹
以
上
の
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
た

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

宵
の
ひ
と
時
、
ホ
タ
ル
の
光
を
見
に

行
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─
８
７
─
３
１
１
８

横
倉
遺
跡
か
ら
石
器
出
土

口
絵
等
写
真
撮
影
を
委
託

ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
時
期
で
す

横倉遺跡の発掘調査

新着・トピックス情報一覧 長野県建築住宅課

広報時期 広 報 事 項 内　　　容 担　当　課

随　　時
環 境 配 慮 型
住 宅 助 成 金

（リフォームタイプ）

　住宅のリフォームにかかる工事費の20％まで、最大50万円を
助成します。
　対象となるのは省エネルギー化工事で、あわせてバリアフリ
ー化、県産木材を使用、自然エネルギー設備を導入したリフォ
ーム工事をする場合や子育て世帯及び移住世帯は助成額が増額
されます。
　助成を受けるには、工事の契約をする前に県への申請が必要
です。
　詳しくは、「環境配慮型住宅助成金」で検索し、「リフォーム
タイプはこちら」を参照してください。
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenchiku/kankyohairyo.html

建築住宅課
(☎026-235-7339)

随　時
環 境 配 慮 型
住 宅 助 成 金
（新築タイプ）

　環境にやさしく、体にやさしい。
　地域の工務店で建てるあたたかな住まいで、快適・健康に暮
らしませんか？
　県では最新の住宅省エネ基準に適合し、県産木材を活用した
住宅を県内に新築する場合に、３０万円から８０万円を助成します。
　詳しくは、「環境配慮型住宅助成金」で検索し、「新築タイプ
はこちら」を参照してください。
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenchiku/kankyohairyo.html

建築住宅課
（☎026-235-7339）
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３
月
定
例
会
後
入
院
さ
れ
、
病
気
治

療
を
さ
れ
て
い
た
元
村
議
会
議
員
（
5

月
31
日
付
で
辞
職
）
の
阿
部
伸
治
氏

が
、
６
月
４
日
自
宅
で
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
29
年
４
月
の
選
挙
で
３
期

目
の
当
選
を
果
た
し
、
副
議
長
と
し
て

議
長
を
支
え
議
員
活
動
を
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ

て
、
大
学
卒
業
者
又
は
大
学
卒
業
見
込

み
の
者
。

《
中
級
（
保
育
士
）》

　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
（
令
和

２
年
３
月
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す

る
見
込
み
の
者
を
含
む
）
で
昭
和
44
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者

《
初
級
（
一
般
事
務
）》

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
っ

て
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者
。

　

た
だ
し
、
大
学
卒
業
者
又
は
大
学
卒

業
見
込
み
の
者
及
び
短
期
大
学
（
高
等

専
門
学
校
含
む
）
卒
業
者
又
は
卒
業
見

込
み
の
者
は
除
く
。

《
社
会
人
経
験
者
（
社
会
人
）》

　

民
間
企
業
等
の
職
務
経
験
を
有
す
る

者
で
あ
っ
て
、
昭
和
44
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。

《
住
所
及
び
共
通
の
資
格
要
件
等
》

①
栄
村
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
又
は

採
用
後
栄
村
に
住
民
登
録
を
し
て
居

住
す
る
予
定
の
者
（
一
般
事
務
、
社

　

６
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
栄

村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
空
席
と
な

っ
て
い
た
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

月
岡
利
郎
議
員
（
白
鳥
）
が
新
た
な
副

議
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
人
）

　

右
記
要
件
又
は
通
勤
可
能
な
者
（
保

育
士
）

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

者
。
た
だ
し
、
令
和
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
者
を
含
む
。

◇
申
込
方
法

　

栄
村
役
場
及
び
秋
山
支
所
の
窓
口
に

あ
る
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

　

申
込
書
は
栄
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課
行
政
係

　

☎
０
２
６
９
─
８
７
─
３
１
１
２

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

阿
部
伸
治
元
議
員
逝
去

村
議
会
副
議
長
に

月
岡
議
員
が
就
任

　

栄
村
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
採

用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
試
験
の
区
分
・
採
用
予
定
人
員

　

上
級
（
一
般
事
務
）�

若
干
名

　

中
級
（
保
育
士
）�

若
干
名

　

初
級
（
一
般
事
務
） �

若
干
名

　

社
会
人
経
験
者
（
社
会
人
）
若
干
名

◇
試
験
日
　

　

１
次　

令
和
元
年
９
月
22
日
㈰

　

２
次　

令
和
元
年
10
月
下
旬
予
定

◇
試
験
内
容

　

１
次　

教
養
試
験
、
適
性
試
験
（
一

般
事
務
、
保
育
士
）、
職
務

基
礎
力
試
験
、適
性
検
査（
社

会
人
）

　

２
次　

口
述
試
験
、
資
格
調
査

◇
申
込
受
付
期
間

　

令
和
元
年
７
月
12
日
㈮
か
ら
令
和
元

年
８
月
15
日
㈭
ま
で

◇
受
験
資
格

《
上
級
（
一
般
事
務
）》

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

栄
村
職
員
を
募
集
し
ま
す
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　今年２回目を迎える「ふう太の杜文学賞」。今年は、
「おむすび」をテーマに作品を募集します。あなたの
思いを800字以内の作品で伝えてください。
■応募要項　ホームページをご覧ください。
■応募締切　９月30日㈪
■参 加 料　一般部門（高校生以上）
　　　　　　1,000円
■問い合わせ　常田さんの昔ばなし実行委員会事務局
　　　　　　　（農村交流館内）　☎0269-82-2041

　指でなぞっていく迷路
を館内に設置します。７
ｍの迷路イラストもある
よ。すべての迷路イラス
トのゴールを目指せ！
　また、工作コーナーで
は、にしもとさんがデザ
インした型紙に色を付け
て「スキー人形」を製作
して指定の展示コーナー
に展示することができ
ます。

期　間：７月２日㈫～９月１日㈰
場　所：おぼろ月夜の館
入館料：大人３００円　小中学生１５０円
時　間：午前９時～午後５時（受付４時３０分まで）
問い合わせ：おぼろ月夜の館 斑山文庫
　　　　　　☎0269-85-3839

第２回　ふう太の杜
もり

 文学賞
～「おむすび」にまつわる作品を募集します～

ゆびでなぞる迷路を解けるかな？
～ にしもとおさむ作品展 ～

　6月1日に津南町の樽田の森にて森林セラピーウォ
ーキングが開催され、たくさんのかたが参加しました。
　橅の木に囲まれたなかで深呼吸をしたり、自分の好
きな木に抱き着いて感触を楽しんだりしました。
　また、静かな林のなかで耳を澄ませると何種類もの
鳥たちのさえずりが聞こえました。

　童話作家・浜田広介の名作
「泣いた赤鬼」がオペラで登
場！
　「愛とは？友情とは？相手
を思いやる心とは？」年代を
超えて読み継がれる名作を音
楽劇でお楽しみいただけま
す。講演終了後、希望される
方は、舞台で出演者と一緒に
記念撮影もできます。
　ぜひご来場ください。
日　時：令和元年８月17日㈯
　　　　開演14：00（開場13：00、お話13：45）
会　場：飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
料　金：大人（高校生以上）1,000円
	 子ども500円（未就学児膝上鑑賞無料）
　　　　全席自由
お問い合わせ：飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　（☎67-0311）火曜日休館

やすらぎを求めて自然の中へ 泣いた赤鬼 －家族で楽しむオペラ－

飯 山 市津 南 町

野沢温泉村木島平村

岳北地域＆津南情報コーナー
＋みゆき野かわら版 津南情報

自然を感じながら橅林のなかを歩く参加者
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５月火災・救助・救急出動件数

最高気温 33.1℃ 5月27日㈪

最低気温 1.8℃ 5月8日㈬

平均気温 16.4℃ 総 雨 量 74.0㎜

栄村の気象（５月）

世帯数 814世帯 前月比−1
人　口 1,814人 －10
男 873人 －3
女 941人 －7

出生 1
死亡 1
転入 0
転出 10

世帯と人口（６月１日現在） ５月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 2 87 飯山日赤� 9

津南病院� 2
そ の 他� 5
不 搬 送� 2
合　　計� 18
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 23

野沢温泉村 0 0 18

栄 村 0 0 18

管 轄 外 等 0 0 5

ひとつずつ　いいね ! で確認　火の用心

７月の納税等
○固定資産税　　　○国民健康保険税
○介護保険料　　　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料　　○学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　栄村に謎の「ゲル」出現! !
　それは山の上にあり、周囲は広大な畑地で「だ
いこん」が植えられている。
　さて、この「ゲル」はどこにあるのでしょう。
　ぜひ、知恵を出し合って探してみてはいかが
でしょうか。

生活カレンダー７月
４
日
㈭　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
公
示
日

５
日
㈮
～
20
日
㈯

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
期
日
前
投
票

【
栄
村
役
場　

午
前
8
時
半
か
ら
午
後
8
時
ま
で
】

７
日
㈰　

北
信
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

【
北
信
合
同
庁
舎　

午
前
8
時
か
ら
】

21
日
㈰　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日
・
開
票
日

【
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
】

22
日
㈪
～
31
日
㈬　

交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

24
日
㈬　

ラ
ジ
ヘ
リ
空
中
防
除
【
村
内　

５
時
】

４
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会

【
役
場　

14
時
】

８
日
㈪　

幼
児
健
診
【
集
団
健
診
室　

13
時
】

10
日
㈬　

子
育
て
相
談
日【
集
団
健
診
室　

９
時
】

23
日
㈫　

離
乳
食
教
室
【
集
団
健
診
室　

10
時
】

29
日
㈪　

女
性
健
診
【
役
場　

９
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　７月31日㈬です

口座振替日
　農協・郵便局　　　7月22日㈪
　八十二銀行・県信　7月25日㈭

佑
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料
理
の
話
な
ど
会
話
が
弾
み
お
し
ゃ
べ
り
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
を
う
た
い
、
そ
の
あ

と
の
お
茶
の
み
で
も
各
々
が
持
ち
寄
っ
た
も

の
を
食
べ
な
が
ら
、
様
々
な
話
を
み
ん
な
が

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
た
だ
、
歌
を
歌
う
こ
と
だ
け
で

は
な
く
身
体
の
健
康
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

を
す
る
場
と
し
て
も
、
と
て
も
意
義
の
あ
る

会
で
し
た
。

会
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
開
か
れ

て
い
る
の
で
す
か
？

都
合
に
よ
り
で
き
な
い
月
も
あ
る
け

ど
、
大
体
毎
月
1
回
は
定
期
的
に
開

け
て
い
る
わ
ね
。

会
に
参
加
さ
れ
る
人
数
は
何
人
く
ら

い
な
ん
で
す
か
？

大
体
毎
回
７
～
８
人
く
ら
い
は
集
ま

り
ま
す
ね
。

会
の
始
ま
り
は
い
つ
頃
な
ん
で
す

か
？

歌
の
会
の
前
身
は
、
約
20
年
ほ
ど
前

の
“
童
謡
の
会
”
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
頃
は
、
東
部
小
学
校
の
元
先
生
が
声
を

か
け
、
大
勢
の
人
が
青
倉
公
民
館
に
集
ま
っ

て
先
生
の
お
話
を
聞
い
た
り
み
ん
な
で
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
発
起

人
の
先
生
が
亡
く
な
り
２
年
く
ら
い
の
間
、

会
は
休
止
状
態
だ
っ
た
の
を
、み
ん
な
に
声

を
か
け“
歌
の
会
”
と
改
め
て
２
０
０
９
年

頃
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

質
問
を
受
け
て
答
え
て
く
だ
さ
る
と
き

に
、
童
謡
の
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々
が

当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
楽
し
い
思
い
出
を

口
々
に
話
し
て
下
さ
り
、
と
て
も
楽
し
い
会

だ
っ
た
の
が
聞
い
て
い
て
伝
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
の
会
代
表
の
柳
静
江
さ
ん
は
前
身

の
童
謡
の
会
か
ら
改
め
て
歌
の
会
と
し
て
始

め
ら
れ
歌
を
歌
う
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
み

ん
な
で
集
ま
り
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

で
き
る
場
と
し
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
事

を
話
し
て
下
さ
り
ま
し
た
。

（
取
材　

島
田 

遥
）

　

今
回
、
以
前
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
る
青
倉

の
“
歌
の
会
”
に
参
加
し
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
青
倉
公
民
館
で
会
に
参
加
さ
れ
て

い
る
集
落
の
方
や
声
を
か
け
ら
れ
て
一
緒
に

来
ら
れ
た
方
々
が
集
ま
り
11
名
の
参
加
で
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
代
表
の
方
か
ら
の
小
話

か
ら
始
ま
り
、
軽
く
身
体
を
動
か
す
ス
ト
レ

ッ
チ
を
み
ん
な
で
行
い
、
発
声
練
習
で
口
の

体
操
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
み
ん
な

で
歌
を
歌
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
各
自
、

同
一
の
歌
集
を
見
な
が
ら
歌
い
た
い
歌
を
み

ん
な
で
歌
い
始
め
ま
し
た
。歌
の
内
容
は「
汽

車
」
か
ら
始
ま
り
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」

や
「
港
」「
す
ず
め
の
が
っ
こ
う
」「
大
黒
様
」

「
朧
月
夜
」「
若
葉
」「
田
植
」「
か
た
つ
む
り
」

「
夏
は
来
ぬ
」「
海
」「
う
み
」
と
沢
山
の
童

謡
を
次
々
と
歌
い
、
最
後
は
「
信
濃
の
国
」

と
「
村
歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。
歌
の
時
間
は
、

歌
っ
た
歌
の
話
し
や
次
は
ど
ん
な
歌
を
歌
お

う
か
と
、
口
々
に
お
し
ゃ
べ
り
が
弾
み
と
て

も
楽
し
気
な
雰
囲
気
で
し
た
。
歌
の
時
間
の

後
に
は
、
机
を
囲
ん
で
お
茶
の
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
各
々
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
を
食
べ

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
近
況
を
話
し
た
り
、

畑
の
話
を
し
た
り
、
持
ち
寄
っ
た
物
の
話
、

青
倉　
歌
の
会
の
み
な
さ
ん
に

聞
き
ま
し
た
Ｑ
＆
Ａ

ＡＡ ＱＱ

Ａ Ｑ

楽
し
く
歌
を

歌
い
ま
し
ょ
う
♪

青
倉
歌
の
会
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こ
ら
っ
せ
通
信

こ
ら
っ
せ
来
館
者
数

・
来
館
者
（
本
年
４
月
～
５
月
末
）

�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
８
６
名

・
オ
ー
プ
ン
（
平
成
28
年
８
月
）
か
ら

　

の
累
計�

…
…
…
…
…
６
，７
２
７
名

　

６
月
19
日
㈬
シ
ニ
ア
大
学
教
養
講
座

「
栄
村
の
伝
統
技
術
や
文
化
を
知
ろ
う
」

が
こ
ら
っ
せ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
受
講
生
23
名
と
担
当
職
員
２
名
で
来

館
さ
れ
、
栄
村
な
ら
で
は
の
冬
の
暮
ら

し
、
伝
統
の
ワ
ラ
細
工
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
栄
村
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
も

の
が
雪
国
の
冬
の
暮
ら
し
で
、
伝
統
的

な
ワ
ラ
製
品
な
ど
は
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値

が
あ
る
よ
う
で
す
。
お
な
じ
も
の
を
持

つ
な
ら
本
場
栄
村
の
ワ
ラ
製
品
が
欲
し

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

館
内
見
学
で
は
、
広
瀬
家
の
蔵
の
再

現
コ
ー
ナ
ー
他
、
興
味
津
々
で
、
特
に

栄
村
の
冬
の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
、

昔
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
北
野
の
栄
村
自
然
植
物
園

を
見
学
し
、
ビ
ー
ナ
ジ
の
会
よ
り
活
動

の
説
明
を
受
け
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

本
の
秘
境
と
呼
ば
れ
た
か
つ
て
の
秋
山

郷
栄
村
は
、
冬
の
あ
い
だ
深
い
雪
に
閉

ざ
さ
れ
て
い
た
。
早
春
の
ブ
ナ
林
で
い

ち
早
く
姿
を
あ
ら
わ
す
緑
の
低
木
は
、

豪
雪
に
耐
え
た
生
命
が
営
み
を
再
開

す
る
合
図
に
も
思
え
た
だ
ろ
う
。
残
雪

に
映
え
る
鮮
や
か
な
新
緑
の
森
で
、
ブ

ナ
の
白
い
幹
と
対
照
的
な
緑
の
低
木
が

い
ち
早
く
咲
か
せ
る
赤
い
花
は
、
若
者

の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
た
に
違
い
な

い
。
農
学
を
志
し
た
若
者
は
、
新
潟
大

学
農
学
部
に
進
学
し
、
故
郷
で
目
に
す

る
低
木
が
雪
国
に
固
有
の
ユ
キ
ツ
バ
キ

で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
若
者
こ
そ
、本
書
の
編
著
者
で
あ
り
、

の
ち
に
新
潟
大
学
理
学
部
教
授
と
な
る

石
澤
進
博
士
で
あ
る
。
新
潟
大
学
の
教

官
と
な
っ
た
石
澤
先
生
は
、
そ
の
後
、

50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
70
編
に
も
お
よ

ぶ
ユ
キ
ツ
バ
キ
に
関
連
す
る
論
文
や
調

査
報
告
を
世
に
出
さ
れ
て
い
る
。」

　

石
澤
先
生
は
誰
よ
り
も
ご
自
分
の
故

郷
を
愛
し
て
い
る
。
そ
の
思
い
は
周
り

の
人
々
に
も
強
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
今

か
ら
35
年
前
、「
日
本
植
物
学
会
第
50

回
」
が
、
新
潟
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、

先
生
は
北
京
か
ら
来
た
中
国
代
表
団
の

方
々
に
「
我
が
郷
里
は
自
然
に
恵
ま
れ

て
植
物
の
宝
庫
で
あ
り
、
地
上
の
楽
園

で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
。
先
生
の
著
書

の
中
に
も
必
ず
栄
村
の
色
々
な
植
物
の

写
真
と
デ
ー
タ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
極

め
つ
け
は
、
口
癖
の
「
恵
ま
れ
た
自
然

は
我
が
栄
村
の
宝
だ
」「
世
の
中
に
何

が
起
き
て
も
、
我
が
栄
村
は
生
き
延
び

れ
る
」
で
あ
る
。
栄
村
の
展
望
を
全
村

植
物
園
構
想
に
懸
け
た
先
生
を
知
る
私

に
と
っ
て
、
先
生
の
60
年
に
わ
た
る
多

く
の
資
料
を
活
用
し
、
先
生
の
思
い
を

十
分
に
反
映
さ
せ
た
「
栄
村
自
然
植
物

園
」
を
村
民
の
皆
様
と
共
に
追
求
し
て

行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

（
次
号
へ
続
く
）

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
北
信
学
部

来
館

「
栄
村
自
然
植
物
園
」
と

故
石
澤
進
先
生
へ
の
思
い

朱し
ゅ　

　

雁が
ん

　

私
は
現
在
、
故
石
澤
進
先
生
の
後
を

引
き
継
ぎ
「
栄
村
自
然
植
物
園
」
の
整

備
に
関
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

回
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、
植
物
園
や
石

澤
先
生
へ
の
思
い
を
こ
の
紙
面
で
つ
づ

り
た
い
。

　

栄
村
自
然
植
物
園
を
語
ろ
う
と
す
る

と
恩
師
の
石
澤
先
生
と
同
時
に
、
先
生

の
著
書
『
新
潟
県
の
木 

雪
椿
』
の
巻

頭
に
記
さ
れ
て
い
る
新
潟
大
学
教
授
紙

谷
智
彦
先
生
の
文
が
思
い
出
さ
れ
る
の

で
そ
の
部
分
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
。「
冬

の
長
い
雪
国
で
は
、
春
の
訪
れ
は
何
も

の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
あ
る
。
日

短
期
連
載

朱雁先生とボランティアの皆様
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集
落
っ
て
な
ん
だ

　

私
た
ち
は
、
大
宇
宙
の
こ
の
地
球
と

い
う
星
の
上
で
、
日
本
と
い
う
国
に
住

み
、
長
野
県
の
中
の
下
水
内
郡
栄
村
で

概
ね
31
の
集
落
に
属
し
て
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
大
き
い
集
落
に
は
こ
の
他
に
組

と
か
マ
キ
に
属
す
る
場
合
も
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
の
一
員
と
し
て
我
が
家
が
あ

り
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
日
々
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
百
世
帯
近
い
集
落
も
あ
れ

ば
、戸
数
一
桁
が
六
集
落
も
あ
り
ま
す
。

　

古
く
は
約
二
万
五
千
年
前
の
大
久
保

小
坂
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
旧
石
器
時
代

の
遺
跡
が
11
ケ
所
。
約
五
千
年
前
の
長

瀬
新
田
や
ひ
ん
ご
遺
跡
の
縄
文
遺
跡
が

32
ケ
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
か

な
り
の
昔
か
ら
「
我
ら
相
よ
り
村
を
な

し
」
て
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

時
代
が
移
り
、
検
地
と
い
う
現
在
で

い
う
国
土
調
査
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ

れ
、土
地
を
測
定
し
、村
の
境
界
を
明
ら

か
に
し
、
税
を
取
り
や
す
く
す
る
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
生
ま

れ
て
き
た
自
治
組
織
が
集
落
の
始
ま
り

で
、
用
水
の
共
同
管
理
、
入
交
山
の
共

同
利
用
な
ど
を
通
し
て
現
在
の
集
落
の

基
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
厳

し
い
自
然
環
境
の
中
で
助
け
合
い
な
が

ら
、そ
し
て
規
律
を
作
り
守
り
な
が
ら
、

喜
び
悲
し
み
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
共

一
石
を
投
じ
る

栄
村
の
集
落
に
つ
い
て

考
え
る

　

栄
村
総
合
振
興
計
画
の
集
落
支
援
の

項
目
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

◦「
集
落
支
援
員
」制
度
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
等
の
活
用
に
よ
り
、
集
落

と
行
政
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
集

落
の
維
持
と
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

◦
集
落
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
栄
村
の

暮
ら
し
や
文
化
、
風
習
、
歴
史
な
ど

を
次
世
代
に
伝
え
残
し
て
い
け
る
よ

う
な
支
援
の
方
法
を
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

◦
集
落
活
動
費
の
補
助
や
独
自
事
業
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
集
落

整
備
事
業
の
係
る
負
担
金
等
の
軽
減

を
図
り
、
集
落
の
環
境
整
備
促
進
を

図
り
ま
す
。

◦
集
落
が
必
要
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
を
促
進
し
、
集
落
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
た
持
続
的
な
地
域

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

水
道
設
備
の
無
か
っ
た
時
代
の
集
落

内
を
流
れ
る
水
路
は
生
活
に
欠
か
せ
な

い
水
を
送
る
生
命
線
で
し
た
。
現
在
で

も
水
田
や
冬
の
消
雪
に
使
う
非
常
に
大

切
な
も
の
で
、
年
に
何
度
か
の
道
水
路

普
請
は
集
落
の
大
事
な
作
業
の
一
つ
で

す
。
集
落
の
作
業
や
行
事
は
こ
の
他
に

も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
年
始
の
会
か

ら
始
ま
り
、
ど
う
ろ
く
じ
ん
、
雪
上
運

動
会
、
シ
ツ
ケ
マ
ツ
リ
、
ウ
シ
マ
ツ
リ
、

カ
ザ
マ
ツ
リ
、
祭
礼
、
等
々
。
そ
の
他

に
集
落
共
有
林
の
手
入
れ
を
し
、
将
来

の
備
え
に
も
心
を
配
り
ま
し
た
。
冠
婚

葬
祭
も
集
落
民
で
行
い
ま
し
た
。
大
切

な
水
源
や
危
険
な
箇
所
に
は
立
ち
入
ら

な
い
よ
う
、
戒
め
や
言
い
伝
え
で
子
ど

も
た
ち
に
マ
ナ
ー
を
教
え
育
て
ま
し
た
。

　

現
在
は
生
活
様
式
も
多
様
化
し
、
忘

れ
去
ら
れ
た
行
事
も
数
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
高
齢
化
等
に

よ
り
集
落
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

様
変
わ
り
し
て
、
日
中
は
勤
め
や
学
校

で
集
落
を
離
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

が
村
栄
村
。
と
こ
ろ
が
今
「
交
通
条
件

及
び
自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条
件

に
恵
ま
れ
な
い
山
間
地
」
に
当
て
は
ま

る
ら
し
く
、「
へ
き
地
」
に
分
類
さ
れ

る
ら
し
い
。
単
純
に
「
都
か
ら
離
れ
た

片
田
舎
」
と
い
う
な
ら
そ
の
通
り
だ
と

思
う
が
、
社
会
的
条
件
に
恵
ま
れ
な
い

と
は
ど
ん
な
定
義
だ
ろ
う
。
人
口
、
世

帯
数
が
少
な
く
産
業
が
な
い
土
地
。
私

た
ち
は
こ
の
へ
き
地
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
打
破
す
る
な
ど
無
意
味
で
ナ
ン
セ
ン

ス
だ
け
れ
ど
、
人
間
に
と
っ
て
当
た
り

前
の
生
活
を
楽
し
く
幸
せ
に
送
る
こ
と

が
で
き
る
最
高
の
場
所
に
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

恵
を
十
分
に
活
用
で
き
て
い
な
い
だ
け

な
の
で
す
。
栄
村
は
へ
き
地
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
に
磨
き
を
か
け
て
、
飛

び
切
り
の
へ
き
地
、
過
疎
を
逆
手
に
取

っ
た
楽
し
さ
を
追
求
で
き
る
の
で
す
。

自
治
体
が
税
金
使
っ
て
や
る
の
は
面
倒

で
も
、
集
落
や
個
人
で
ど
ん
ど
ん
楽
し

い
こ
と
企
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

次
か
ら
次
へ
と
楽
し
い
こ
と
考
え
て
、

集
落
の
皆
で
楽
し
む
。
面
白
が
れ
ば
何

だ
っ
て
楽
し
い
。
共
同
作
業
を
す
る
に

し
て
も
、
効
率
よ
く
安
全
に
、
の
ほ
か

に
、
い
か
に
楽
し
く
行
え
る
か
考
え
て

　

山
々
に
囲
ま
れ
、
集
落
に

は
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、
林

業
に
も
農
業
に
も
恵
ま
れ
た

環
境
と
し
て
栄
え
て
き
た
我

楽
観
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は　

顔
を
常
に
太
陽

に
向
け　

足
を
常
に
踏
み
出
す
こ
と
で
あ
る

ネ
ル
ソ
ン
マ
ン
デ
ラ

自
分
と
周
り
の
人
の
幸
せ
を

追
求
し
て
楽
し
く
暮
ら
す
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い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
十
分
見
直
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
に
は

共
有
林
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
場

合
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
楽
し

い
こ
と
に
使
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
草

の
ツ
ル
や
、
小
枝
で
栄
村
ら
し
い
か
わ

い
い
小
物
、
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
さ
い
集
落
の
将
来

　

東
部
の
最
上
流
部
に
あ
る
坪
野
集

落
。
長
野
県
北
部
地
震
の
後
、
特
に
人

口
減
少
が
進
ん
だ
集
落
で
す
。
か
つ
て

山
で
稼
ぎ
が
あ
っ
た
最
盛
期
に
は
30
数

軒
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
と
い
い
ま

す
が
、
現
在
は
戸
数
２
戸
、
３
人
が
暮

ら
す
の
み
で
す
。
し
か
し
、
事
情
が
あ

っ
て
坪
野
集
落
に
通
年
住
む
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
人
も
集
落
機
能
維
持
※
の

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
作
業
後
の
慰
労

も
、
集
落
行
事
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い

こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
楽
し
い
こ
と
の

情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
い
、
見
せ
び

ら
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
小
さ
い
集
落
が
い
つ
も
花
で
あ

ふ
れ
て
い
る
の
で
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
高
齢
の
母
が
好
き
で
育
て
て
い
た

草
花
を
引
き
継
い
で
手
入
れ
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
自
宅
周
り
だ
け
で
な
く
集

落
全
体
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
脇
に
花
を
植
え
て
育
て
て
い
た
ら

除
草
剤
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
嘆
い
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
家
に

流
れ
る
水
の
側
溝
だ
か
ら
、
と
公
共
物

の
清
掃
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
だ

け
、
と
謙
遜
さ
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
他
所
で
も
見
受
け
ら
れ
、

行
政
に
頼
ら
な
い
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

国
会
で
紛
糾
し
た
老
後
30
年
で
必
要

な
額
が
夫
婦
で
２
０
０
０
万
だ
と
か
？

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
そ

う
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
く
よ

く
よ
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
栄
村
で

暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
食
べ
る
も
の
は
あ

る
程
度
自
給
で
き
る
し
、
い
ざ
と
な
っ

た
ら
山
に
は
燃
料
も
豊
富
だ
し
。
と
か

楽
観
的
に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
各
集

落
に
眠
る
地
域
資
源
の
発
掘
、活
用
は
、

栄
村
震
災
復
興
計
画
に
も
掲
げ
ら
れ
て

た
め
、
通
っ
て
き
て
草
刈
り
や
水
路
普

請
な
ど
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
何
か

あ
れ
ば
駆
け
つ
け
て
、
助
け
合
う
機
能

は
ま
だ
ま
だ
維
持
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
集
落
の
共
同
作

業
を
、
同
じ
よ
う
に
小
規
模
な
笹
原
集

落
と
協
定
を
結
び
、
助
け
合
い
な
が
ら

維
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
や
神
社
・
お
堂
等
維
持
管
理
は

多
岐
に
及
び
課
題
は
山
積
で
す
が
、
楽

観
的
に
進
む
の
み
で
す
。
そ
し
て
、
忘

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
栄
村
を
愛

す
る
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
存
在
。

美
し
い
郷
土
を
残
し
て
い
く
こ
と
は
、

今
の
私
た
ち
の
義
務
で
し
ょ
う
。

※
集
落
機
能
維
持

　

地
域
住
民
同
士
が
相
互
に
扶
助
し
あ
い

な
が
ら
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
る
生
活

扶
助
機 

能
（
例
：
冠
婚
葬
祭
な
ど
）、
農

林
漁
業
等
の
地
域
の
生
産
活
動
の
維
持
・

向
上
を
図
る
生
産
補
完
機
能 

（
例
：
草
刈

り
、
道
普
請
な
ど
）、
農
林
地
や
地
域
固

有
の
資
源
、
文
化
等
の
地
域
資
源
を
維

持
・
管
理
す
る
資
源
管
理
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。�

総
務
省
よ
り

これは、栄村公民館のホワイトボードに書いてあるスローガンです。
来館者の中には気に入ってくれてメモしていかれる方も少なくありません。
村がにぎやかになってほしいという願いでもあります。

出ない杭は
腐る

面白がれば
何だって
面白い

群れは楽しいこと

を見せびらかして

つくる！

外遊びは生きる源

遊ばざる者
働くべからず

丸くなるな
星になれ

遊び8割の
公民館

坪野区長と笹原区長
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

昨
年
は
六
月
末
に
梅
雨
明
け
に
な

り
、
蚊
も
飛
ば
な
い
く
ら
い
の
暑
熱
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
七
月
下
旬
に

梅
雨
明
け
と
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

前
回
は
江
戸
時
代
前
期
の
鮭
運
上
の

実
際
と
、
古
文
書
に
見
え
る
鮭
の
漁
期

の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
漁
法
と
漁
場
に
つ
い
て
、
あ
わ
せ

て
税
負
担
の
変
化
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
紹
介
す
る
の
は
宝
暦
八
年

（
一
七
一
一
）
に
森
村
の
願
主
三
名
と

庄
屋
、
組
頭
か
ら
飯
山
藩
の
役
人
に
宛

て
て
鮭
運
上
の
減
免
を
願
い
出
た
文
書

で
、
大
体
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

　

鮭
か
き
川
の
運
上
の
こ
と
。
駒
川
の

一
棚（
川
本
四
人
持
ち
）の
分
の
鮭
運

上
四
尺
と
沢
尻
川
の
一
棚
（
川
本
一

人
持
ち
）の
分
の
四
尺
で
す
が
、前
々

か
ら
満
水
で
の
川
瀬
違
い
の
た
び

に
、
夏
の
間
の
石
取
り
川
拵
え
を
し

て
き
て
も
、鮭
が
全
然
取
れ
ま
せ
ん
。

年
々
運
上
を
弁わ

き
ま

え
上
げ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
二
棚
の
運
上
は
赦
免
し

て
く
れ
る
よ
う
訴
え
ま
す
。
な
お
中

条
川
と
岩
下
川
の
二
棚
の
運
上
鮭
五

尺
は
前
々
の
通
り
勤
め
ま
す
。
以
上

の
よ
う
に
口
頭
で
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
古
文
書
に
は
鮭
漁
に
関
す
る
情

報
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
「
鮭
か
き
川
」
と
い
う
呼
び
方
か
ら
、

掻
き
網
漁
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
掻
き
網
漁
は「
北
越
雪
譜
」

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
掻
き
網
は
二
股
の
木
の
枝
の
先

を
輪
の
よ
う
に
曲
げ
て
網
を
張
っ
た
、

長
い
柄
の
タ
モ
網
の
よ
う
な
も
の
で
、

こ
れ
で
鮭
を
す
く
い
取
る
漁
法
で
す
。

　

次
に
、
森
村
に
は
駒
川
・
沢
尻
川
・

中
条
川
・
岩
下
川
に
一
つ
ず
つ
棚
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
川
本
」
が
い
ま
し

た
。「
北
越
雪
譜
」
に
は
川
岸
が
崖
の

よ
う
に
な
っ
た
場
所
に
身
を
置
く
ば
か

り
の
架た

な

を
か
け
、
岸
沿
い
に
溯
上
す
る

鮭
を
掻
い
た
と
あ
り
ま
す
。
棚
は
架
そ

の
も
の
を
指
す
と
も
、
一
つ
の
川
筋
に

複
数
の
川
本
が
い
る
こ
と
か
ら
、
架
を

か
け
れ
ば
確
実
に
鮭
が
獲
れ
る
場
所
を

指
す
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

棚
を
単
位
と
し
て
鮭
運
上
（
事
業
税
）

が
取
り
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
川

本
」
は
棚
の
権
利
者
で
あ
り
、
納
税
者

と
思
わ
れ
ま
す
。『
栄
村
史
』
に
は
青

倉
村
に
三
十
人
余
の
川
子
が
い
て
、
実

際
に
鮭
を
獲
り
納
税
し
て
い
た
と
あ
り

ま
す
。
森
村
の
場
合
、
川
本
五
人
の
う

ち
二
人
は
森
村
の
庄
屋
・
与
右
衛
門
と

組
頭
・
太
右
衛
門
ら
し
く
、
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
れ
ば
、
栄
村
域
で
は
権
利
を

持
つ
川
本
と
実
際
の
漁
撈
に
つ
く
川
子

が
い
た
よ
う
で
す
。

　

森
村
の
鮭
運
上
は
合
計
十
三
尺
で
、

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
の
二
十
四
尺

の
半
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
棚
単
位
で

合
計
十
三
尺
と
な
っ
た
の
は
い
つ
か
。

こ
の
願
書
に
は
下
書
き
が
一
通
あ
り
、

そ
れ
に
手
が
か
り
が
あ
り
ま
し
た
。
清

書
の
「
年
々
運
上
を
弁
え
上
げ
」
の
箇

所
が
下
書
き
で
は
「
拾
四
年
運
上
を
弁

え
上
げ
」
と
あ
り
、
遡
る
と
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
の
松
平
忠
喬
の
飯
山
藩

襲
封
と
重
な
る
の
で
、
こ
の
代
替
わ
り

の
時
に
棚
単
位
の
運
上
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
日
付
も
清
書
の
「
宝

暦
八
年
卯
」
に
対
し
て
「
卯
三
月
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
二
月
に
森

村
の
属
す
る
飯
山
藩
は
永
井
家
か
ら
青

山
家
に
替
っ
て
い
る
の
で
、
森
村
の

人
々
は
、
藩
主
の
交
替
の
際
に
運
上
の

見
直
し
を
出
願
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
願
書
に
書
か
れ
て

い
る
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、
千
曲
川
で

は
流
路
の
変
遷
が
鮭
漁
に
大
き
く
影
響

し
、
川
拵
え
を
し
て
も
鮭
が
獲
れ
ず
、

不
漁
の
際
の
代
銀
を
取
ら
れ
る
ば
か
り

の
大
変
面
白
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い

た
よ
う
で
す
。
廃
絶
し
た
棚
も
あ
る
い

は
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

続
き
ま
す
。

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
三
十
三

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
七
）

川本五人の願書
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図書室だより
　学校や保育園ではプールの時間が始まって雨が気になる季節になりました。降
らないのは困るし、太陽が全然出ないのも困ります。さて７/７は七夕。織姫様と
彦星様が１年に１度会える日です。７/７は雨の確率が高く、二人が会えていない
のではと思いきや、天の川が増水をしてもカササギという鳥がやってきて橋にな
り二人を引き合わせてくれるという言い伝えもあるのです。この日の雨は『催涙
雨・酒涙雨（さいるいう）』と呼び、会えなかった悲しみの涙、会った後の惜別の
涙、会えたうれし涙とのいわれがあります。一方、前日７/６に降る雨は、洗車雨
（せんしゃう）といい彦星が織女を迎えに行くための牛車を洗った水が雨となって
降ってくるからなのだそう。日本にはこのように雨を表す言葉が400語以上あるそ
うです。色々調べてみませんか。

　栄村公民館図書室に月に数回来てくださる図書館司書の荻原先生
が、保育園の子どもたちに読み聞かせをしてくれました。
　最初に工藤直子さんの『のはらうた』の中から「あいさつ」という
詩を手作りのヘビさんを登場させる演出で盛り上げました。続けて『ど
ろんこハリー』『たんぽぽ』を読み、子どもたちはじっと本を見て集
中して聞いていました。『たんぽぽ』は科学絵本ですが、子どもたち
にとって非常に身近な植物なので興味を持って聞けたようです。次に
たんぽぽで遊ぶとき、きっと見る目が変わりますね。

　毎年、本を好きになってほしいと願いを込めて小学校１年生と
物語を楽しめるようになる３歳児へ絵本のプレゼントをしていま
す。１年生は６人全員がきちんとお礼を言って受け取っていまし
た。ちゅうりっぷ組のみんなはちょっぴり緊張気味な表情でホー
ルに整列し、館長とあいさつをし、名前を呼ばれて嬉しそうに本
をもらいました。
　本は心の栄養です。読書を通して未知の
言葉をたくさん知ると、使える語彙が増え
ていきます。それが聞く、読むことへの理
解の幅につながっていき、また自分が表現
する時にも豊かな言葉を使って話しがで
き、文章を書くことができます。
　知らない世界にどんどん触れて大きくな
ってくださいね。

★栄村図書室休館日★
連休やお盆があるので休館する日があります。

ご迷惑をおかけいたします。
7/13㈯14㈰15㈪　　8/4㈰10㈯11㈰12㈪17㈯18㈰

★栄村図書室開放時間★
〈平日〉午前８時半～午後５時　〈土・日〉午前９時～正午

※祝日は休館します

　栄村公民館図書室では土日の午前中、
図書室を開けてくださるボランティアさ
んを募集しています。
　１～２か月に１度の当番です。
　お問い合わせは栄村教育委員会事務局
☎87-3118までお願いします。

保育園児への読み聞かせ

▲▼公民館長とパチリ

▲当日お休みの２人も
後日受け取りました！

高
橋
順
子
・
文
　
小
学
館

▲

雨
の
名
前
　

今年も小学1年生・ちゅうりっぷ組（3歳時）に絵本プレゼントを実施しました！

図書ボランティア募集中！



（20）公民館報�さ か え令和元年７月１日

　

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
東
京
電
力
・
営
林
署
の

仕
事
を
し
て
き
て
、
40
歳
の
時
に
日
本
生
命
に
入
社

し
た
。
そ
こ
で
、
５
年
目
に
上
級
所
長
に
な
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
。
上
級
所
長
に
な
っ
た
と
き
、
京
都
の

都
ホ
テ
ル
で
社
長
の
招
待
で
京
の
舞
妓
さ
ん
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
田
舎
暮
ら
し
の
私
に
は
珍
し
く
、
今

で
も
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
55
歳
で
定
年
に
な
り
、
栄
村
振
興
公
社

に
９
年
間
、
雄
川
閣
と
栃
川
高
原
の
温
泉
に
勤
務
し

て
い
た
。
同
時
に
村
の
消
防
団
に
再
入
団
を
し
、
副

団
長
を
２
年
や
り
、
団
長
を
４
年
務
め
た
。
平
成
６

年
４
月
29
日
国
か
ら
瑞
宝
単
光
章
を
頂
戴
し
、
皇
居

に
頂
き
に
参
り
ま
し
た
。
栄
村
民
の
お
陰
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
運
動
の
た
め
に
山
ブ
ド
ウ
の
ツ
ル
と
目
薬

の
木
を
採
り
に
行
き
、
た
わ
し
を
作
っ
て
村
の
お
店

に
置
い
て
頂
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
老
体
に
鞭

打
っ
て
村
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

〈
村
に
一
言
〉

　

切
明
の
雄
川
閣
の
建
物
を
残
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
私
も
一
時
携
わ
っ
て
い
た
の
で
…
。

廣瀬若菜（18歳）森
　仕事の内容を少しずつ覚えながら体調に気を付
けて仕事を毎日頑張りたいです。

髙橋優太（18歳）青倉
　仕事の流れをつかんでスムーズに進めていける
ように頑張ります。趣味の時間も大切にしていき
たいです。

上倉琉已（19歳）横倉
　一日でも早く仕事に慣れ、社会に貢献できるよ
うな人材になりたい。栄村のためにできることを
していきたい。

齋藤碧人（18歳）長瀬
　今まで育ってきた栄村に感謝の気持ちを込めて
恩返しをしたいと思い村に残りました。栄村のた
めに自分ができることをしていきたいです。

年輪 158

島
田
福
一
さ
ん

（
83
歳
）
和
山

おおき
くな〜れ
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山
緑
梅
雨
に
濡
れ
つ
つ
進
む
時

�

大
塚
幸
一

三
才
児
服
ぬ
ぎ
す
て
て
カ
エ
ル
と
り

�
杉
浦
恵
子

赤
黄
青
ゴ
ム
ボ
ー
ト
行
く
千
曲
川

�

斉
藤
は
る
子

幼
児
の
歯
生
え
初
む
る
五
月
か
な

�

馬
場
澤
子

春
の
花
秋
山
郷
は
別
世
界

�

山
田
せ
き

ふ
ち
ど
り
の
紫
可
憐
大
根
の
花

�

柳
　
静
江

新
緑
や
か
わ
る
が
わ
る
に
抱
く
ひ
ま
ご

�

福
原
勇
一

雲
染
め
て
梅
雨
満
月
の
出
で
に
け
り

�

関
谷
貞
子

梅
雨
の
夜
や
痛
む
足
亡
き
な
で
父
母
思
う

�

山
田
政
治

　

栄
村
の
四
季
の
う
つ
ろ
い
と
人
の
温
か
さ
に
魅

了
さ
れ
、
嫁
い
で
は
や
四
半
世
紀
。
人
口
は
約
半

分
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
我
が
身
は

大
き
く
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
春
か
ら
の
天
候
不
順
は
こ
れ
ま

で
に
感
じ
た
こ
と
が
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
26
年

目
の
秋
が
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
～
。
御
天
道
様
お
願
い
し
ま
す
。（
和
）

編
集
後
記

　

長
瀬
集
落
の
重
屋
に
明
治
～
大
正
の
も
の

と
思
わ
れ
る
、
演
劇
の
舞
台
に
使
わ
れ
た
屏

風
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
長
瀬

公
民
館
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
枚
が
高
さ
約
１
８
０
㎝
、
横
が
約
90
㎝

で
10
枚
組
の
大
き
な
も
の
。

　

当
時
は
春
、
雪
の
上
を
舞
台
に
し
て
劇
を

や
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

集
落
公
民
館
だ
よ
り

　

７
月
７
日
は
七
夕
の
日
で
す
ね
。『
栄

村
史
堺
編
』
に
は
村
の
七
夕
と
し
て
「（
今

は
月
後
れ
八
月
七
日
）
五
色
の
紙
を
切
り

て
青
竹
の
枝
に
つ
け
て
、
牽
牛
織
女
を
祀

る
。今
は
す
た
れ
て
、七
日
日
と
称
し
て
菩

提
寺
に
生
霊
を
迎
え
に
行
く
。」
と
あ
り

ま
す
。ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

今
月
の
一
句 

〜
栄
村
俳
句
会
〜

村
の
七
夕

村
の
七
夕

村
の
七
夕

【
訂
正
の
お
知
ら
せ
】

前
号
公
民
館
報
さ
か
え
３
２
８
号
21
ペ
ー
ジ
１
行
目

誤
「
50
周
年
記
念
行
事
の
参
加
者
は
」

正
「
50
周
年
記
念
行
事
の
参
加
者
に
」












